
社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

協
きょう

議
ぎ

会
かい

（社
しゃ

協
きょう

）とは？
地域の中で助けを必要としている方や、

困りごとがある方など、さまざまな課題

を抱えている人がいます。社協は、そう

いう人たちの問題を解決し、地域全体を

より良くするため、住民や社会福祉法人、
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地域活動支援センターでは内職作業の他に、プランター事業や野菜の栽培なども行っております。
その日の朝に収穫した新鮮な野菜は福祉センター売店にて販売いたしております。

デイサービスセンターではご利用者様の負担にならないよう、
最適な方法で送迎を行っております。

看護師による朝のバイタル測定の様
子。ご利用者様の体調を第一に考え、
専門のスタッフがご利用者様に寄り
添う介護を目指しております。
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令和３年度　社会福祉事業決算報告

　令和３年度における板倉町社会福祉協議会の決算及び事業内容は、次のとおりでしたのでご報告

いたします。今後とも、ご理解ご協力をお願い申し上げます。
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収入合計
320,455,321 円

介護保険収入
146,470,160 円

受託金収入
61,168,885 円

前期末支払資金残高
40,356,705 円

補助金収入
39,265,696 円

事業収入
3,270,654 円

会費収入
3,723,800 円

その他の事業収入
19,294,929 円

その他の活動収入
6,904,492 円

支出合計
320,455,321 円

人件費支出
189,995,213 円

事業費支出
42,234,529 円

その他の活動支出
18,427,212 円

事務費支出
20,156,451 円

共同募金配分金事業費
2,977,104 円

助成金支出
858,100 円

負担金支出
58,656 円

施設設備等支出
3,948,051 円

当期末支払資金残高
41,800,005 円
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１．社会福祉活動の啓発宣伝
　○ 社協事業活動への理解と協力を得るた

めに、社協だより（年４回）を発行し
啓発に努めた。

　○ 社協のホームページを更新し新たな情
報を提供するとともに、町民以外にも
社協の事業への理解を図った。

　□ 新型コロナウイルス感染拡大防止によ
り「いたくら福祉まつり」を中止し、
来場者及び関係者の安全に努めた。

２．社会福祉の拡大と助長
（１）低所得者対策
　○生活福祉資金（県委託）
　　 新型コロナウイルス感染症の影響によ

り、一時的又は継続的に収入が減収し
た世帯に対し緊急小口資金等の特例貸
付を行った。

　　 生活福祉資金は、低所得者世帯及び障
害者世帯、高齢者世帯に対して必要な
資金を低利あるいは無利子で貸し付け
るもので、この利用により経済的自立
に必要な生活面での援助を行った。

　〇生活困窮者自立支援事業
　　 「経済的に困窮し、最低限度の生活を維

持できなくなるおそれのある」生活困
窮者に対して、生活や就労等の相談支
援を行った。

　○小口生活資金（町社協）
　　 低所得者世帯に対し、緊急かつ一時的

に必要な生活資金を貸し付けるもので、
資金の貸付により低所得者世帯の生活
の助長安定を図った。

（２） 高齢者・身体障がい児（者）福祉の増進
　○ 地域支援事業の実施（地域包括支援セ

ンター、在宅支援センターと共催）
　　 高齢者の閉じこもりと介護予防を目的

としたサロンへの支援協力を行った。
　○介護用品の貸出
　　 高齢者等の肉体的・精神的負担の軽減

を図るため介護用品を無償で貸出し
た。

　○福祉車両（車いす仕様車）の貸出
　　 車いすを必要とする障がい者及び高齢

者等への移動の援助として福祉車両を
無償で貸出しを行った。

　○配食サービス事業
　　 個人ボランティアの協力を得て、一人

暮らし高齢者への配食サービスを毎月
１回実施した。

　○ ダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典
　　 中央公民館を会場に、ダイヤモンド婚

式及び金婚式を迎えたご夫妻に、記念
品の贈呈と公演を行った。

　○ 視覚障がい児（者）音読サービス事業
の実施

　　 視覚障がい者に対し、ボランティア
「声のリボン」の協力を得て、町広報誌
及び社協だより等の音読ＣＤを貸出し
た。

　○思いやり福祉サービス事業
　　 介護保険制度を受けない高齢者や障が

い者で、日常生活において軽微な支援
が必要な方に対し、協力会員による有
料のサービスを行った。

　□ 在宅障がい児（者）親子交流事業
　　 新型コロナウイルス感染拡大防止のた

め、在宅障がい児（者）及びその家族
を交えての「クリスマス会」を中止し
た。

　□ 手話奉仕員養成講習会（館林市・板倉
町・明和町合同）は、25回中３回実施
しましたが以降、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため中止となった。

（３）児童福祉の増進
　○ 板倉町学童保育対策事業管理運営（町

委託）みつばち学童クラブ１・２・３
　○ 社会福祉協力校（東・西小学校・板倉

中学校・板倉高校）の活動に協力援助
した。

（４）福祉人材の育成
　□実習生の受け入れを中止した。

（５）福祉関係団体への協力と援助
　○ ７団体（遺族会、老人クラブ連合会、

入浴サービスやすらぎ会、母子寡婦会、
心身障害児（者）療育父母の会、ボラ
ンティア連絡協議会、朗読ボランティ
ア「声のリボン」）の事務及び活動への
協力と援助を行った。

　○ 遺族会の戦没者追悼式への協力など、
戦没者の慰霊、遺族援護活動を行った。

　○ 町民や社協等とのパイプ役として活躍
する、民生委員児童委員の活動への協
力を行った。

（６） ボランティアセンター事業運営の強化
　○ やすらぎ会、ボランティア連絡協議会、

朗読ボランティア「声のリボン」の活
動への援助を行った。

　○ ボランティア保険への加入促進等の支
援を行った。

　○ ボランティア需給のコーディネート活
動を行った。

　□ 新型コロナウイルス感染拡大防止によ
り芸能ボランティア活動を自粛した。

（７）福祉相談事業の充実強化
　○ 総合支援事業を展開し「なんでも福祉

相談」窓口として、相談員を配置し地
域のかたの生活や福祉に関する相談を
受け対応した。

　○ 認知症総合支援事業「オレンジカフェ
社協」を開催し、認知症のかたやその
家族が介護専門職への相談や地域住民
と交流の場の普及に努めた。（町委託）

３．募金運動の推進
（１）赤い羽根共同募金の推進
（２）歳末たすけあい運動の推進
（３）福祉バザー
　□ 新型コロナウイルス感染拡大防止によ

り、「福祉バザー」を中止し、来館者及
びボランティア関係者の安全を図っ
た。

４．福祉サービス利用支援事業
（１）日常生活自立支援事業
　○ 認知症高齢者・知的障がい者・精神障

がい者など判断能力の低下から日常生
活に支障をきたすかたに対し、契約に
より福祉サービス利用のための支援や、
日常的金銭管理及び指導を行った。

５．指定管理事業
（１） 板倉町総合老人福祉センターの管理運営
（２） 板倉町デイサービスセンターの管理運営
（３） 板倉町地域活動支援センターの管理運営
（４） 板倉町障害者デイサービスセンターの

管理運営
６．板倉町社会福祉協議会独自事業

（１） 小規模多機能施設「えがお」の経営

令和３年度社会福祉法人板倉町社会福祉協議会事業報告

本年度も社会福祉協議会職員が、会員会費募集のお願いにお伺いさせていただきますので、ご
協力いただけますようよろしくお願いいたします。

　本会の運営につきましては、常日頃より格別なるご支援とご協力を賜り、心より感謝申し上げます。
　社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図り、「安心して暮らせる町づくり」の実現を目指し、住民自らが参加し、
考えながら実行する民間の福祉団体です。町内の知識経験者・団体の代表者等が、理事・監事・評議員として運営
にあたっています。
　事業の実施や、組織運営のための主な財源は、皆さまからの会員会費や町からの補助金等で支えられています。

地域福祉の充実のため、特別会員会費募集に、地域福祉の充実のため、特別会員会費募集に、
ご理解とご協力をお願いいたします。ご理解とご協力をお願いいたします。

特別会員会費募集特別会員会費募集
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①

職　　種　　　事務職員

内　　容　　　PCを使用した簡単な事務作業、印刷製本作業、その他不随する業務

　　　　　　　福祉センター運営に関する業務(窓口・電話対応など)

雇用期間　　　採用の日～令和５年３月31日 

労働条件　　　月給　141,400円　通勤手当2,000円(２km以上)

　　　　　　　残業手当　期末手当(６月・12月)　各種保険加入(条件有) 

勤務日数　　　週５日(月～金曜日)

就業時間　　　８時30分～17時15分

応募条件　　　学歴・年齢・経験不問

②

職　　種　　　学童クラブ指導員兼事務職員

内　　容　　　午前(９時45分～12時)

　　　　　　　 学童指導員の給与計算、シフト作成などの事務作業、福祉センター運営に関する業

務(窓口・電話対応など)

　　　　　　　午後(13時～18時30分)

　　　　　　　学童クラブ現場での指導員

雇用期間　　　採用の日～令和５年３月31日(原則更新あり)

労働条件　　　月給　149,000円　通勤手当2,000円(２km以上)

　　　　　　　残業手当　期末手当(６月・12月)　各種保険加入(条件有) 

勤務日数　　　週５日(月～金曜日)

就業時間　　　９時45分～18時30分

応募条件　　　PC作業(ワード・エクセル等)が出来る方

　　　　　　　学歴・年齢不問・経験者優遇

板倉町社会福祉協議会板倉町社会福祉協議会
臨時職員募集臨時職員募集

お問合せ先　板倉町社会福祉協議会　総務係 

　　　　　　　 ℡　0276－82－3900　　　　　　
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福祉センター臨時休館日のお知らせ

　６月30日（木）みつばち学童クラブにおいて、元関東

短期大学教授　森静子先生をお招きし、「学童指導員とし

ての在り方」を表題として研修会を開催しました。

　指導員としての役割りや利用児童への接し方、対応方

法など新たに学ぶことが多く、研修会に参加した指導員

は真剣なまなざしで聞いており、大変勉強になった様子

でした。

　今後もこのような研修会を開催していき、安心安全な

みつばち学童クラブになるよう取り組んでいきたいと思

います。

　８月15日（月）、16日（火）はお盆中のため、休館となります。

　（ただし、事務所は通常となっております。）

　この秋開催を予定しているダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典に該当するご夫妻の申請をお待ちし

ています。

　申請者には、後日招待状を送付します。

 ダイヤモンド婚式 

　昭和37年１月１日～12月31日までに婚姻の届出をされたご夫妻

 金婚式 

　昭和47年１月１日～12月31日までに婚姻の届出をされたご夫妻

◆申請方法

　板倉町役場介護高齢係または板倉町社会福祉協議会に申請をしてください。

　なお、板倉町に本籍がないご夫妻は、申請時に戸籍謄本を提出してください。

◆申請期限　８月31日（水）

　※婚姻の時期が不明なかたで板倉町に本籍があるかたは、板倉町役場介護高齢係までお問合せください。

◆申込み・問合せ

　板倉町役場介護高齢係　☎82－6135

　板倉町社会福祉協議会　☎82－3900

ダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典ダイヤモンド婚式・金婚式合同記念式典

みつばち学童クラブ指導員研修会を開催しました
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シリーズ３板倉町医療・福祉探検板倉町医療・福祉探検板倉町医療・福祉探検板倉町医療・福祉探検板倉町医療・福祉探検板倉町医療・福祉探検板倉町医療・福祉探検
デイサービスセンター（通所介護）

　在宅で日常生活に介護が必要な高齢者のかたに通所して頂き、入浴や
食事、レクリエーション、リハビリ等の介護サービスを提供する日帰り
の施設です。
　住み慣れた地域の中で楽しく有意義に、孤独感の解消や心身の健康維
持の向上を図り、自立した生活を送れるようサポートする事を目的とし
ています。

◆◆◆デイサービスでの１日の流れ◆◆◆

時　間 サービス 内　容

８：45
送迎サービス

（迎え）
車イスのかたでも安心なリフト付きワゴン車でご自宅までお迎えいたします。

９：00 健康管理 体温や血圧測定、問診など看護師が健康チェックを行います。

９：30

入浴サービス
ゆったり入れる一般浴槽の他、体の不自由なかたも入浴を楽しんで頂けるよう特殊
浴槽も完備しています。

個別リハビリ
明るく開放的なデイルーム、専門スタッフ指導のもと日常動作の訓練などを行い、
機能回復を目指します。

12：00
昼食・歯磨き

休憩
昼食は栄養バランスの良い多彩なメニューをご用意し、一人ひとりのペースに合わ
せた介助を行います。

13：30 レクリエーション
リハビリ体操でリフレッシュし、皆で歌を歌ったり簡単なゲームなどを行います。
また、季節感を感じる行事を計画しています。

15：00 おやつ・お茶 日替わりのおやつをお楽しみいただきます。

15：50 帰りの歌（送り） 自宅まで安全にお送りいたします。

●利用できるかた
　要介護認定を受けているかた、又は要支援１～２
に相当し、デイの利用を希望されるかた。
●利用料金　
　介護保険適用により１日の利用料金の１割～３割
が実費負担となります。

●営業日
　月曜日～土曜日（祝日無休）、年末年始、
　その他の休業日あり。
　８：30～17：15
●定員　40名

スタッフ一同、優しさと安心のサービスを提供できるよう心掛けております。

社協だより11月号（No.116掲載）⑤板倉町社会福祉協議会内（デイサービスセンター、小規模多機能「えがお」を深堀り！）
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居宅介護支援

小規模多機能施設「えがお」

介護に関するご相談は、お気軽にどうぞ。
最適なケアプランを心を込めて作成させていただきます。

生きがいをもち、心から楽しく…豊かに過ごしていた
だけるよう、愛情と情熱をもってサービスの提供を心
がけております。

ご利用お待ちしております。

　介護支援専門員（ケアマネージャー）が、介護保険サービスの利用者に関する介護サービ
ス計画（ケアプラン）を作成いたします。
　介護を必要とするご本人様やご家族の希望を伺いながら、無理なく介護を続けていけるよ
う、ご相談に応じ、ご本人様の心身の状況に応じて総合的なプランを作成いたします。
※お気軽にお問合せ下さい。（月曜日～土曜日、８時30分～17時まで）

24時間365日の安心をお届けします。

※ 板倉町在住の介
護認定を受けて
いるかたが利用
できます。

・泊りは最大９名
・通いは最大18名

笑顔の素敵な
明るいスタッフが
対応します。

【１日の流れ】

通　　　い 泊　　　り

９：00　迎え
９：30　バイタルチェック・入浴
11：45　口腔体操
12：00　昼食・歯磨き
午　後　レクリエーション
15：30　おやつ
16：00　送り

16：00　テレビ鑑賞・カラオケ
18：00　夕食、歯磨き、着替え等
19：00　就寝

６：30　起床、着替え、洗顔
７：30　朝食・歯磨き

介護が必要になっても、住み慣れた家、地域で安心
して生活が出来るように、必要に応じて「通い」を
中心に「泊まり」「訪問」を組み合わせて利用できる
在宅介護サービスです。

泊まり
通いや訪問と同
じ、顔なじみのス
タッフが一緒に
泊まってサービ
スを提供します。
個室でお泊まり
いただきます。

通い
ご自宅への送迎、
健康チェック、
食事、入浴、機
能訓練、レクリ
エーションなど
のサービスを提
供します。

訪問
ご希望や状況に応じ
て、通いや泊まりと
同じ、顔なじみのス
タッフがご自宅に訪
問してサービスを提
供します。

ご自宅

小規模多機能型 居宅介護施設
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